
 

                          PRESS RELEASE 

2020年 11月 25日 

報道機関 各位 

小浜歴史資料館の今を伝えるイベントを 12月 5日（土）開催！ 

～長大生＆移住者による年間来館者 30,000 人へ向けた試み～ 

 

長崎大学経済学部みらい創造センターでは、雲仙市の協力を得て、小浜温泉と雲仙温泉での観光

振興をテーマとして実践型ゼミ活動を行っています。この活動の一環として、今年から市直営から

指定管理に移行した雲仙市小浜町の中心街にある「小浜歴史資料館」通称「湯太夫邸」で 12月 5日

（土）にプレオープンイベントを開催します。本イベントでは、湯太夫邸に新しく設置したショッ

プやイートインスペース、フォトスポットなどの魅力をお伝えします。また、オカリナによるコン

サートなど湯太夫邸の雰囲気を十二分に楽しめる企画も予定しています。 

場所・日時は以下の通りです。 

 

   場 所 小浜歴史資料館（本多湯太夫邸）長崎県雲仙市小浜町北本町 923番地 1 

 

   日 時 令和 2（2020）年 12月 5日（土）11:00～16:00 

 

※本イベントのチラシを添付しています。ご確認お願いいたします。 

 

            イートインスペースとして活用する湯太夫邸縁側 

 

【ポイント】 

 ・小浜歴史資料館は元来雲仙市の管理であったが、指定管理を（一社）Obama ST.2030に委託した 

 ・今年度、長崎大学生がゼミ活動として協力し小浜歴史量感の観光資源としての活用を研究している 

 ・長大生が企画・運営する形でプレオープンイベントを開催する 

 

 

小浜歴史資料館は、小浜温泉街の基礎を作り上げた本多湯太夫の邸宅を中心に小浜町に関する文

化的資料を数多く展示する施設です。その地は小浜温泉を一望でき、小浜名物である足湯「ほっと

ふっと 105」から歩いて数分でたどり着くところにあります。しかし、近年来館者数が減少すると

いう現状に直面しています。 



 

このため令和 2 年 4月 1日より、雲仙市の管理であった資料館を一般社団法人 Obama ST.2030に

指定管理という形で委託しました。Obama ST（以下小浜ストリート）は伊勢屋大女将である草野有

美子さんを代表者とし、小浜温泉のみらいを考え取り組むプロジェクトです。そのメンバーには、

小浜に移住してきた若者も参加しており、資料館の自主事業にも携わっています。 

 

また同時期から長崎大学経済学部西村ゼミのチームが、ゼミ研究活動の一環として湯太夫邸のプ

ロモーションに取り組んでいます。そのためなぜ来館者数が減少しているのかという資料館が抱え

る課題に対し原因を発見・改善するために、小浜ストリートの山東晃大さんをクライアントとして

協働しています。 

 

これまで小浜ストリートと長崎大学生は、湯太夫邸の年間来館者数を現在の 100 倍、すなわち

30,000 人という具体的な指標としての目標を掲げ、マーケティング活動を通じて以下の取り組みを

行ってきました。 

 

  1．お茶や茶菓子を提供するショップの開業 

  2．小浜伝統の製塩業を復興しようとする製塩所の設置 

  3．湯太夫邸の縁側を活用したイートインスペースの設置 

  4．資料館内のレトロな雰囲気を楽しむためのフォトスポット・体験スペースの設置 

  5．Instagramによる広報・宣伝活動 

 

この度は以上の取り組みを PRするべくショップのプレオープンという形でイベントを行う次第と

なりました。 

 
 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

長崎大学経済学部西村ゼミ 

担当：小浦・渕山・阿多・有地 

メールアドレス：chees.nagasakiuniv@gmail.com 電話番号：080-8586-2124（小浦） 

担当教員：西村宣彦 

メールアドレス：nishimra@nagasaki-u.ac.jp 電話番号：090-8392-4598 
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